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は じめに

地球環境の将来を予測する上で過去の情報を得ることは必要不可欠であり､

様々な海域で古海洋環境の復元の試みが行われている｡我々は特に有機物を手投

として環境変動の解明にアプローチしているが､南極海周辺の海域卓二おける古海

洋環境の解析を分子レベルの有機物の観点から行った研究は少ない｡そこで､本

研究はリュツオホルム湾の昭和基地周辺の沿岸域を対象として､そこで得 られた

堆積物より炭化水素を抽出し､その変動より同海域の古海洋環境を復元する目的

で行った｡

試料 と方法

試料採取地点をFig.1に示す｡試料は第33次南極地域観測隊 (1991年11月～

1993年3月)により､冬の期間にラングホブデ沖にて､グラビティ一つ アラー

により採取された堆積物柱状試料を用いた｡堆積物は冬場の海氷が締まった時期

のほうが､より沖合のものを採取することができる｡まずアイス ドリルで海氷(1

Fig･lSampling locationin Lutzow-Holm Bay,Antarctica (69000-S,39038-E,

waterdepth557m)
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mから3m)に直径30cmの穴

を開け､三脚を立て､ワイヤ

ーの先にコアラ･-を取 り付け

て海底に下ろし､堆積物 を採

取する｡得 られた堆積物は

129cm長のもので5cm毎に切

断した後､分析に用いるまで

-20oCで保存 した｡乾燥 さ

せた堆積物の一部は cHNコ

ーダーにより有機炭素､全窒
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素の分析 を行った｡脂質成分

は､6mlのイソプロパ ノール､ 100

メタノールークロロホルム

(2:1,1:1.,1:3v/v) を用い

て超音波抽出を行った後､上

澄みを氷層 と有機層 とに分け､

有機層をシリカゲルカラムク

ロマ トグラフィーにより溶媒

の極性 を変化させなが ら8つ
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Fig.2 Verticalprofilesoforganiccarbon
contentsandTotalnitrogencontents

に分画 した｡

本研究で分析 した炭化水素は最初のフラクションに溶出して くる｡炭化水素は

ガスクロマ トグラフィー (島津GC9A､キャピラリーカラム :J&W DB-5,検

出器 :FID)にて化合物の同定､定量 を行った｡ また､質量分析計による炭素

安定同位体比の測定 も行った｡年代の測定は1.4C法により求め､名古屋大学年代

測定試料研究センターの加速器質量分析計によーり測定を行った｡

結果 と考察

り 有戯炭素および全窒素 堆積物の有機炭素､全窒素含有量を示す (Fig.2)0

有機炭素含有量は表層で約0.3%で､深さとともに減少するが70cm付近で再び高

い値 (0.26%) となり､最深部では0.02%まで減少 していた｡全窒素は表層で

0.045%から最深部で0.004%までの廃園の値をとり､有機炭素同様､70cm付近

で値の増加が見られた｡

2)H c年代 Fig.3に堆積物の1̀C年代 を示す.14C年代は堆積物に含まれる有機

炭素を二酸化炭素にし､Vogeletal.,(1984,1987)による水素還元法によりグ

ラファイ ト化 し､測定を行った｡これによると､表層では3000yBPで､70cm深

で11dooyBPを示 した｡ ところが､70cmを過ぎて90cmで再び年代が若い方へ逆

転 し､約7000yBPを示 した後､最深部で14000yBPを示 した｡この70cm付近の

ギャップは何 らかの原因で堆積物が リワークを受けた結果を示すものと思われる｡
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また､この深度は有機炭素､全窒素含有量が再び増加 した深度 とほぼ一致 してい

る｡このことも堆積物がリワークを受けたことを強 く裏付けるものといえる｡ま

た､表層から70cmまでの深さの堆積速度は6cm/kyrと算出された.

3) 炭化水素の保存性 炭化水素は､炭素が直線状に連なる骨格をもつもの

が一般的であ り､あらゆる生物に存在するが､生物毎にその組成が特徴的である.

よって､海水中の沈降粒子や海底堆積物に含まれる炭化水素は有機物の起源､或

は有機物の分解､変質を示すといった指標性を持つ｡イソプレノイ ド系の化合物

である､プリスタンとフイタンの浪度比はその儀が低下 してい くこ･とにより､相

対的な分解の度合を示すことが知 られている｡本堆積物試料についてプリスタン

/フイタン比の鉛直プロファイルをとってみた (Fig.4)｡表層から深層まで 1

前後とほぼ一定の値をとり､このインデックスで見る限りは､堆積物中において

炭化水素の分解はあまり進んでいないようである｡松枝 (1986)によると､相

模湾の沈降粒子 (1060m深)及び懸濁粒子が持つプリスタン/フイタン比はそ

れぞれ2.1､3.3､直下の堆積物の値は0.8と海水中の粒子の値の方が大きい結果

であらた.このことより､･有機物は水柱 を沈降 して くる間に活発に分解を受け､

堆積物に埋没後はその進行速度が低下することが予想される｡

4) 炭化水素含有量および凝成について 炭化水素の含有量の鉛直プロファイ

ルを示す (Fig.5)｡表層から深層にかけて､0.161-12.2J̀g/gdrysed.と大 き

く変動 している｡ここで特数的なのは45-50cmと90-95cmで特に含有量が大

きいことである.この深度は先に示 した14C年代で8000yBp-9000yBPにあた り､

約11000yBPのヤンガー ドライアス期 と呼ばれる寒冷期以降､地球規模で急速に

温暖化が進んだ時期である｡この含有量の変動 を解釈するため､含有量の小さい

試射 (0-5cm深)と直鎖飽和炭化水素の組成比の比較を行った｡Fig.6(a)は堆

積物表層0-5cmの試料の炭化水素組成比を示す｡検出された炭化水素は炭素数

で15-33までの範囲で､炭素数21を中心に20､22が優位であり､25､27､29

等､高等植物に多 く含まれる長鎖の炭化水素含有量か少ない傾向にあった｡一方､,I
Fig.6(b)の炭化水素含有量の高い試料に関しては (40-45cm深)､炭素数22､

23が顕著に含まれ､25より長鎖の炭化水素含有量が先に述べた表層に比 して､

多いことがわか った.このような特徴は90-95cm探の試料にも見 られ､他の炭

化水素含有量の低い試料である60-65cm､120-125cm深のものについては表

層0-5cmの炭化水素組成に非常によく似ていた｡植物プランク トンや動物プラ

ンク トンが含む直鎖飽和炭化水素は比較的炭素数の小 さい (17前後)炭化水素

が特徴的であ り､陸上の高等植物は炭素数の大 きい (25及び27等)炭化水素を

優位に含.むことが知られている.南極では現在繁殖 している高等植物は種類が由

られ､南極半島を除いて夏の献氷期に僅かのせん苔類､地衣類が生えるのみであ

る｡MatumotoandXanda(1985)によると南極南 ビク トリアランドのマイヤー

ズ谷､ロス島及びベス トフオール ドヒルズから得 られたせん類､pottL'aheL'mLlLL
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saJ･COneuL･umglacJ'ale中の炭化水素を分析 したところ､前者は炭素数21の直鎖

飽和炭化水素を優位に含み､後者は炭素数27及び29といった長鎖の炭化水素を

多 く含むことがわかった｡本試料で検出された直鎖飽和炭化水素は､含有量の高

い試料に炭素数25以上の炭化水素を比較的多 く含み､含有量の低い試料に炭素

数21の炭化水素を優位に含んでいた｡いずれにしろ比較的長鎖の炭化水素を多

く含んでいたことから､炭化水素の起源は陸上のせん類が非常に重要であること

が示唆された (特に含有量の高い試料について)0

5) 潜贋物の炭素安定何位体此について 堆積物の炭素安定同位体比の鉛直プ

ロファイルをFig.7に示す｡炭素安定同位体比も生物により特徴的な値を示 し､

海水中の沈降粒子､懸濁粒子及び堆積物中の有機物の起源を知る手がかりの一つ

となり､一般に陸上の高等植物のほうが海生の植物プランク トンより小さい値を

示す｡値は-21.6--20.5%｡まで変動 したが､炭化水素含有量の高い試料で-21.5

--21%Oの間を変動 し､炭化水素含有量の小さい深度で-20.5%o付近と値が大 き

い傾向にあった｡このことは炭化水素含有量の小 さい深度では陸起源有機物の寄

与が少ない､つまり炭化水素の高い含有量は陸起源有機物の供給によるものであ

ることを示す ものと思われる｡

6) 炭化水素の超顔について これまで炭化水素量の変動はおもに陸上の高等

植物 (南極ではせん類､地衣類が重要)の供給量の変動によるものであると推論

してきた｡含有量の高い試料 と低い試料に見られる組成の違いは､ 4)で述べた

様に起源 となるせん類の種類の変化によるものと思われる｡ しかしながら､先に

述べた 2種類のせん類は同じ科に属 し､繁殖域 も類似 しているため､起源の違い

をせん類のみで説明することは難 しい｡他の解釈 としては大気を経由して輸送さ

れた他の大陸起源の高等植物の供給が挙げられる｡含有量の高い試料が示す年代

は温暖期にあた り､この時期は陸上の植生 も活発であったと思われるが､他の大

陸から南極大陸まで大気 を経由して､果 して大量に有機物が輸送され得るのかど

うかが不明である｡一方､南極大陸沿岸の中新世から鮮新世の間氷期の堆積物中

に高等植物のデ トリタスや種子､花粉等が含まれて●いることが報告 されているが

(Bl･adyandMartin,1979;WrennandBeckman,1982)､これら氷河に取 り

込まれていたものが温暖期に入 り､急激な融氷 とともに海底へ ともたらされたの

ではないかとも考えられる｡現段階では起源をはっきりと突 き止めることは難 し

いが､今後他の脂質成分のデータを集め､より詳細な解釈 を行いたい0
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HydrocaI~bomsrecordofmarinesediment

inLutzow-Holm Bay,Antarctica.

NaomiHARADA*,NobuhikoHANDA*andMituoFUKUCHI**

:* InstituteforHydrosphric-AlmosphricSciences,NagoyaUniverslty

** NaLionallnslituLeorPolarResearch

A properunderstanding ofthepalae0 -Oceanicenvironmentisan essential

prerequisiteforpredictionoffutureenvironmentalevents･Inthepresentstudy

wemadean attemptatreconstructionorthepalaeoenvironmentofthecoastal

reglOn ar.Ound ShowaStation in Lutzow-Holm Bay, Antarctica using organic

compoundsinmarinesediments･Organiccarbon,totalnitrogen,lJcage,813Cand

hydrocarboncontentandcompo占itionwereanalyzedinevery5cm sectionsofa

gravit'y core sample (129cm)obtained during the 33rd Japanese Antarctic

ResearchExpeditionat69000'S,39038-E intheAntarcticOcean.Thevariation

paHernsoforganiccarbonand totalnitrogen withdepthwithin thecorewere

similararldvariedintherangeor0.3-0.02%,0.046-0.004% from surfaceto

bottom,respectively･lJc age showed asmooth pattern ofchangefrom about

3000yBP atthe surface to 14000yBP atthe bottom,excepthowever,fora

remarkableagegapat70cm.Thisagegapwasprobablydueto reworkofthe

sediments･･ Hydrocarbon values varied in the range or O･16- 12･2mg/g dry

sedimentthroughouHhecoresampleandshowedasimilarpatternorvariationto

organiccilrbonandtotalnilrogen･N-alkaneswithchainlengthsfrom C15toC33

Were characteristic hydrocarbons in the core. N-C21:()(normal, 2lcarbon

numberalkane)was dominantin the low hydrocarbon sections ofthe core,

whereaslong-chainhydrocarbonsweredominantinhighhydrocarbonsections.

Despltet】hisdirrerencein thehydrocarbon composition betweenhigh and low

hydrocarboncontentsections,theseobservationssuggesHhatthemajorOriginOf

bothismossesfoundintheAntarcticreg10n.
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